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こ
う

た

い

じ
ん

ぐ

う

べ

つ

ぐ
う

皇
大
神
宮
別
宮

一
、
御

祭

神

倭
姫
宮
は
、
皇
大
神
宮

（内
宮
）
の
別
宮
で
、
お
ま
つ
り
す

る
神
様
は
倭
姫
命
で
す
。

倭
姫
命
は
天
照
大
神
の
御
神
教
を
う
け
て
約
二
千
年
前
に
、

五
十
鈴
川
の
川
上
、
現
在
の
場
所
に
皇
大
神
宮
を
ご
創
建
さ
れ

た
お
方
で
す
。

二
、

伊
勢
市
楠
部
町

内
宮
と
外
宮
を
結
ぶ
お
よ
そ
五
キ
ロ
の
美
し
い
並
木
道
路
、

御
幸
通
り
の
中
ほ
ど
に
、
松
の
緑
も
あ
ざ
や
か
な
丘
が
あ
り
、

方
を
斎
王
と
申
し
上
げ
ま
す
。

倭
姫
命
は
皇
大
神
宮
御
鎮
座
の
の
ち
、
枇
鵠
術
を
は
じ
め
と

す
る
年
中
の
祭
り
を
定
め
、
神
田
並
び
に
各
種
の
ご
料
品
を
奉

る
神
領
を
選
定
し
、
耐
辞
、
力
揚
離
以
下
の
奉
仕
者
の
職
掌
を

定
め
、
斎
戒
や
祓
の
法
を
示
し
、
神
宮
所
属
の
宮
社
を
定
め
ら

れ
る
な
ど
、
神
宮
の
祭
祀
と
経
営
の
規
模
を
確
立
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
大
き
な
ご
功
績
を
お
遺
し
に
な
ら
れ
た
命
の
御

徳
を
お
慕

い
し
て
、
大
正
の
初
年
か
ら
神
宮
司
庁
と
宇
治
山
田

市

（
現
在
の
伊
勢
市
）
が
命
を
ま

つ
る
お
宮
の
創
立
を
請
願
し

て
き
ま
し
た
が
、
大
正
十
年

一
月
四
日
、
皇
大
神
宮
別
宮
と
し

て
当
宮
の
ご
創
立
が
許
可
さ
れ
、
同
十
二
年
十

一
月
五
日
に
御

鎮
座
祭
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

神
宮
に
は
、
別
宮

・
摂
社

・
末
社

・
所
管
社
の
諸
宮
社
が
あ

り
、
御
由
緒
は
極
め
て
古
く
、
奈
良
時
代
以
前
に
遡
る
も
の
が

多

い
の
で
す
が
、
当
官
は
右
の
よ
う
な
ご
事
情
に
よ
り
創
立
が

極
め
て
新
し

い
の
で
す
。

倉
田
山
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
に
は
神
宮
徴
古
館

・
農
業

館

・
美
術
館

・
神
宮
文
庫

・
皇
学
館
大
学
等
が
あ
り
、
こ
れ
に

接
す
る
四

ヘ
ク
タ
ー
ル
の
常
緑
の
森
が
当
宮
の
宮
域
で
す
。

参
拝
の
順
路
は
、
Ｊ
Ｒ
東
海
伊
勢
市
駅
と
近
鉄
宇
治
山
田
駅

か
ら
二
重
交
通
神
都
線
バ
ス

（外
宮

・
内
宮
循
環
）
の

「倉
田

山
」
で
下
車
す
る
と
、
す
ぐ
表
参
道
の
鳥
居
が
見
え
ま
す
。

三
、
御
鎮
座
の
由
来

倭
姫
命
は
、
第
十

一
代
罫
饉
天
皇
の
皇
女
で
す
。
第
十
代
崇す

祉
天
皇
の
皇
女
豊
駆
川
屈
能
の
後
を
継

い
で

「
件
梶
健
」
と
し

て
皇
大
御
神
に
奉
仕
さ
れ
、
皇
大
御
神
を
戴

い
て
大
和
国
を
お

発
ち
に
な
り
、
伊
賀

・
近
江

・
美
濃
等
の
諸
国
を
経
て
伊
勢
の

国
に
入
ら
れ
て
、
御
神
慮
に
よ

っ
て
現
在
の
地
に
万
代
不
易
の

皇
大
神
宮
を
御
創
建
さ
れ
ま
し
た
。
「御
杖
代
」
と
は
皇
大
御
神

の
御
杖
と
な

っ
て
、
御
神
慮
を
体
し
て
仕
え
ら
れ
る
お
方
の
意

で
す
。
倭
姫
命
か
ら
後
、
代
々
の
天
皇
は
未
婚
の
皇
女
を
伊
勢

に
遣
わ
し
て
皇
大
御
神
に
奉
仕
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
が
、
こ
の
お

御ご

鎮え
涯

=ざ地 ち

や
ま
と
ひ
め
の
み
や

倭
姫
宮

浴

皇大神 [千本市ビ (矢沢弦月画 )



十
一

十
一五

、
域
内
の
案
内

御
社
殿
の
構
造
は
内
宮
に
準
じ
、
神
明
造
で
南
面
。
御
屋
根

の
鰹
木
は
六
本
、
東
西
両
端
に
は
内
官
と
同
じ
く
内
削
ぎ

（水

平
切
）
の
千ち
た
が
高
く
飾
え
、
周
囲
に
は
瑞
埋
、
玉
垣
の
御
垣

が
あ
り
、
瑞
垣
御
門
と
鳥
居
が
あ
り
ま
す
。

正
殿
横
の
空
地
は
古
殿
地
と
い
い
二
十
年
毎
に
新
し
い
御
社

殿
を
建
て
替
え
て
、
神
様
の
お
遷
り
を
願
う
式
年
遷
宮
の
御
敷

地
で
す
。

徹
儒
屋ゃ
で
は
俳
神
鶯

・
作
枷
の
取
り
次
ぎ
、
ま
た
寿
廂

・
寵

祓
の
授
与
、参
拝
証
印
の
押
捺
等
を
お
取
り
扱
い
し
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
宿
衛
屋
の
西
側
に
は
参
道
を
隔
て
て
祓
所
、
手
水
合
、

祭
器
庫
が
あ
り
ま
す
。

月  月

一十
三
日
一甘脚日　一赫一̈
　詢以攀量御蜘
月
= 
天禿

次負 長 :

符 茶

四
、
恒
例
の
お
祭

当
宮
は
、
正
宮
に
準
じ
て
祭
典
が
行
わ
れ
、
祈
年
、
月
次
、

柑
嘗
、
締
部
の
諸
祭
に
は
、
皇
室
か
ら
愉
段
が
供
え
ら
れ
ま
す
。

一
月

　

一
日

　

　

　

　

　

　

　

歳

日
一

祭

一
月
　
　
一二
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一九
　
始
　
祭

二
月
　
十
一
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
理
欧
詩
舘
箱

に
同
　
一
』
同
　
一一脚＝嘲
縁
　
御
　
憮
　
い
日ひ́脚
性
密

六
口月
二
一端
「
日
　
一
赫
一
¨
　
抑
』
妙
量
仰
蜘
　
　
朧
一　
痣
　
幣
一

八

月

　

　

四

日

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

熙

日ひ

彬

符

十月一一廿脚日　一赫一̈
　抑以弾量仰蜘　・概　獣・　符

十
一月
二
十
六
日
　
告一脚櫃嶼
縁
　
御
　
慨
　
締
　
幣
　
符

表 参 道 入 回



え
が
多
く
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
人
び
と
か
ら
大
層
尊
重
さ
れ
て

き
ま
し
た
。

神

か
ら
生
命
を
わ
け
与
え
ら
れ
た
人
は
、
真
心
を
そ

こ
な
う

こ
と
な
く
、
正
直
と
清
浄

の
敬
神
生
活
を
送
ら
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。人
は
天
下
の
梶
物
な
り
。
褻
朴
を
傷
ま
し
む
る
こ
と
な

か
れ
。
神
は
垂た
る
る
に
梶
凝
を
も
っ
て
先
と
な
し
、
露
は
加
う

る
に
正
直
を
も

っ
て
本
と
な
せ
り
。

神
を
祭
る
の
礼
は
、
清
浄
を
も

っ
て
先
と
な
し
、
真
信

を
も

っ
て
宗
と
な
す
。

ま
た
、
自
然
の
秩
序
さ
な
が
ら
神
仕
え
の
ま
こ
と
を
つ
く
す

左
々
右
々
、
万
事
を
根
源
に
帰
し
み
る
元
々
本

々
な
ど
、
神
宮

相
伝
の
教
え
ご
と
が
み
ご
と
に
語
り
示
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

痣
儀
な
く
し
て
、
理
儀
を
も
ち
て
、
清
く
渫
ご
群
り
慎

し
み
、
左
の
物
を
右
に
移
さ
ず
、
右
の
物
を
左
に
移
さ
ず

し
て
、
左
を
左
と
し
右
を
右
と
し
、
左
に
帰
り
右
に
回
る

六
、
崇
敬
と
講
組
織

倭
姫
命
を
通
じ
て
下
さ
れ
た
数
々
の
御
教
え
は
、
代
々
の
神

宮
神
職
の
奉
仕
の
指
針
と
な
り
、
中
世
の
伊
勢
神
道
と
共
に
、

い
よ
い
よ
ひ
ろ
く
そ
の
教
え
が
世
に
広
ま
り
ま
し
た
。
伊
勢
の

市
民
は
、
郷
土
を
お
拓
き
下
さ
れ
た
み
恵
み
を
仰
ぎ
、
命
に
寄

せ
る
崇
敬
と
親
愛
の
念
が
極
め
て
厚
く
、
昭
和
二
十
二
年
に
は
、

ご
神
徳
を
敬
慕
し
、
報
恩
感
謝
の
誠
を
捧
げ
る
た
め
、
崇
敬
者

に
よ
っ
て

「御
杖
代
講
」
が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
は
倭
姫

宮
御
杖
代
奉
賛
会
と
し
て
、
五
月
五
日
に
は
春
の
例
大
祭
、
十

一
月
五
日
に
は
秋
の
例
大
祭
を
盛
大
に
執
り
行
な

つ
て
い
ま
す
。

七
、
倭
姫
命
の
御
教
え

中
世
以
来
、
伊
勢
の
神
道
説
は
正
直

・
清
浄
を
主
徳
と
し
、

五
部
の
神
書
を
も
っ
て
ひ
ろ
く
唱
道
さ
れ
ま
し
た
。
殊
に
そ
の

ひ
と
つ

『倭
姫
命
世
記
』
は
、
倭
姫
命
が
宣の
り
下
さ
れ
た
御
教

事
も
、
万
事
違
う
事
な
く
し
て
、
大
神
に
仕
え
奉
る
。
元

を
元
と
し
、
本
を
本
と
す
る
故
な
り
。

手前か ら手水舎 と祓所

森厳を保つ美しい石段


